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1．目的 

 rDME 混合 LP ガスの実用化検討 WG（以下、「WG」という。）の下部組織として設置された品質検討部会の

決定に基づき、家庭用のガスグリル付こんろを対象に、DME（ジメチルエーテル）混合 LPガスを用いた燃

焼性能全般の実機検証を実施し、現在流通している製品を仕様変更せず、機器が安全に使用できる DME 混

合割合の上限値を検討することを目的とする。 

 

2．検証の概要 

 プロパン及び DME を充てんした容器の気相から採取したガスを混合装置により既定の割合で混合し、

家庭用のガスグリル付こんろを対象に燃焼性の検証を行う。検証するガスの組成は 2水準とした。まず、

平成 20 年度 DME 混合燃料利用技術調査（財団法人 エルピーガス振興センター（当時））を参考に、第 1

水準を「プロパン 85wt％：DME 15wt％」として実施した。検証計画としては、DME 15wt%での検証にて問

題がなければ DME 20wt%での確認、問題があれば DME 10wt%での確認とした。今回実施した試験項目の範

囲内では、第 1水準（DME 15wt%）にて問題が見られなかったため、第 2 水準として、「プロパン 80wt%：

DME 20wt%」による試験を実施した。 

 

3．実機検証に用いる DME 混合 LP ガスについて 

 今回の検証用ガスは、「プロパン 85wt%：DME 15wt%」及び「プロパン 80wt%：DME 20wt%」とした。 

 検証用ガスは、プロパン及び DME をそれぞれ充てんした容器の気相からガスを取り出して混合装置で

目的の比率に混合した。混合比については、混合後のガスを採取してガスクロマトグラフを用いて分析を

行って確認した。 

なお、WGにて検討している DME は、再生可能資源から製造された DME（renewable DME, rDME）である

が、現時点で入手できないため、本試験ではその代替として現在市場に流通している製品 DME を使用し

た。 
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4．実機検証に用いる機器について 

 ガスグリル付こんろの選定は、品質検討部会にて検討し、現時点で市場に流通している機種の中から多

機能な機種及び代表的な機種として、自動器具栓 3 機種、手動器具栓 3 機種の計 6 機種を選定した。用

いたガスグリル付こんろの一覧を表 1に示す。 

（以下、A 社：株式会社ノーリツ、B 社：リンナイ株式会社、C 社：株式会社パロマとする。） 

 

表 1 実機検証機種一覧（ガスグリル付こんろ） 

機器 No. 製品名 
製造 
事業者 備考 実機写真 

こんろ① 

（自動器具栓） 
N3S22PWASKSTEC A 社 

組込形、 

火力調整がダイヤル式 

 

 

 

 

 

 

こんろ② 

（自動器具栓） 
RHS31W38M14RCSTW B 社 

組込形 

火力調整がダイヤル式 

 

 

 

 

 

 

こんろ③ 

（自動器具栓） 
PD-963WT-U60GH C 社 

組込形、 

火力調整がダイヤル式 

 

 

 

 

 

 

こんろ④ 

（手動器具栓） 
N3WU3PWASQSTESC A 社 

組込形、 

火力調整がダイヤル式 

（グリル部は自動） 

 

 

 

 

 

 

こんろ⑤ 

（手動器具栓） 
KG67BKR B 社 

卓上形、 

火力調整がレバー式 

 

 

 

 

 

 

こんろ⑥ 

（手動器具栓） 
PA-380WHA C 社 

卓上形、 

火力調整がレバー式 
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5．検証試験項目 

 検証試験項目については、混合ガスをガスグリル付こんろに使用した場合、燃焼性能に影響を与える可

能性がある試験項目を中心に、以下のとおり実施した。試験方法は、JIS S 2093:2019 家庭用ガス燃焼機

器の試験方法及び JIS S 2103:2019 家庭用ガス調理機器に基づく。 

 検証試験は、ガスグリル付こんろの強火力バーナ（右）及びグリルを対象に行った。 

 

○試験項目（JIS S 2103:2019 表 5より抜粋） 

・燃焼状態（無風状態） 

※1) 着火…標準圧力（2.8kPa、以下同じ。） 

 2) リフティング…最高圧力（3.3kPa、以下同じ。） 

3) 消火…最低圧力（2.0kPa、以下同じ。） 

※4) 炎の均一性…標準圧力 

5) 逆火…最低圧力 

6) 連続騒音…最高圧力 

7) 消火音…最高圧力 

8) 理論乾燥燃焼ガス中の一酸化炭素濃度…最高圧力 

9) すすの発生…最高圧力 

10) 炎のあふれ（こんろ部を除く。）…最高圧力 

※ 1) 着火及び 4) 炎の均一性は未実施である。 

未実施の理由は、混合比率の調整が各バーナ及び試験圧力ごとに必要なため、調整準備の段階で

時間を要すること及び期間内で試験を実施するために、最高圧力及び最低圧力の試験ガス条件を優

先して実施する旨を品質検討部会で決めた。 

・電気点火性能 …最高圧力及び最低圧力 

・安全装置 

-立消え安全装置 

     開弁時間…最低圧力 

     閉弁時間…最高圧力 

    -調理油過熱防止装置…標準圧力 

○その他の確認項目 

・排ガスの臭気 

  検証試験中に燃焼排ガスの臭気が通常の LPガス燃焼時と相違ないかを官能試験にて確認する。 

・火力調整時の不具合の有無（火力調整を手動で行う機器） 

＜試験の方法＞ 

試験圧力：最低圧力及び標準圧力 

確認方法：点火後 15 秒後に火力調整つまみ（ダイヤル）を大から小に約 1秒間で移動させる。 

15 秒後、火力調整を小から大に約 1秒間で移動させ（往復 1回行う）、消火がないかを

目視にて確認する。 

  設置状態：燃焼状態（無風状態）と同様とする。 
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6．設備概要 

 表 2にテストガス、混合装置等使用設備の一覧を示す。 

 

表 2 テストガス、混合装置等使用設備一覧 

品名・型式 製造事業者名  内容  

プロパン 高圧ガス工業 

株式会社 

50kg、純度 95wt%以上 

DME 高圧ガス工業 

株式会社 

50kg、純度 99.9%以上 

ガス混合装置 ケン商品開発 

株式会社 

 

混合装置概略図 
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7．実機検証結果 

 7.1 検証実施項目の一覧 

 表 3に各機種にて確認を行った項目について記載する。 

 

表 3 実機検証試験項目一覧 

  自動器具栓 手動器具栓 

 試験項目 こんろ

① 

こ ん ろ

② 

こんろ

③ 

こんろ

④ 

こんろ

⑤ 

こんろ

⑥ 

プロパン

85wt％： 

DME 15wt％ 

 

燃焼状態 

（無風状態） 
△ △ △ － － － 

電気点火性能 〇 〇 〇 － － － 

安全装置（立消え

安全装置） 
〇 〇 〇 － － － 

安全装置（調理油

過熱防止装置） 
〇※ 〇※ 〇※ － － － 

排気ガスの臭気 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

火力調整 － － － 〇 〇 〇 

プロパン

80wt％： 

DME 20wt％ 

燃焼状態（無風状

態） 
△ △ △ － － － 

電気点火性能 〇 〇 〇 － － － 

安全装置（立消え

安全装置） 
〇 〇 〇 － － － 

安全装置（調理油

過熱防止装置） 
－ － － － － － 

排気ガスの臭気 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

火力調整 － － － 〇 〇 〇 

〇：実施、－：未実施、△：一部の項目を実施（実施項目は、JIS S 2103:2019 表 5に示す

リフティング、消火、逆火、連続騒音、消火音、理論乾燥燃焼ガス中の一酸化炭素濃度、す

すの発生、炎のあふれであり、試験圧力が最低圧力のもののガス量調整は、小の状態にて行

った。） 

※試験中に火力調整が繰り返されて流量が変化することと、燃焼を継続することにより、混

合装置から送られてくるガスの混合比率が変化し、最大で DME 濃度が 50wt%程度まで上昇し

た状態があったが、調理油過熱防止装置は正常に作動した。 
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7.2 検証試験項目の結果 

 

試験項目［燃焼状態（無風状態）］ 

試験結果 

プロパン 85wt％：DME 15wt％ プロパン 80wt％：DME 20wt％ 

 

          

事項 結果 

1)着火 ―（未実施） 

2)リフティン
グ 

点火 15 秒後にリフテ
ィングしなかった。 

3)消火 7 
点火 15 秒後に消火し
なかった。 

4)炎の均一性 ―（未実施） 

5)逆火 
点火後 30 分経過する
までに逆火しなかっ
た。 

6)連続騒音 
連続騒音が 60dB 以下
であった。 

7)消火音 
消火時に爆発音はな
かった。 

8)理論乾燥燃
焼ガス中の一
酸化炭素濃度 

点火 15 分後の一酸化
炭素濃度は 0.14%以下
であった。 

9)すすの発生 
点火後 30 分経過する
までにすすの付着は
なかった。 

10)炎のあふ
れ（こんろ部
を除く） 

炎のあふれはなかっ
た。 

 
 

事項 結果 

1)着火 ―（未実施） 

2)リフティン
グ 

点火 15 秒後にリフテ
ィングしなかった。 

3)消火 
点火 15 秒後に消火し
なかった。 

4)炎の均一性 ―（未実施） 

5)逆火 
点火後 30 分経過する
までに逆火しなかっ
た。 

6)連続騒音 
連続騒音が 60dB 以下
であった。 

7)消火音 
消火時に爆発音はな
かった。 

8)理論乾燥燃
焼ガス中の一
酸化炭素濃度 

点火 15 分後の一酸化
炭素濃度は 0.14%以下
であった。 

9)すすの発生 
点火後 30 分経過する
までにすすの付着は
なかった。 

10)炎のあふ
れ（こんろ部
を除く） 

炎のあふれはなかっ
た。 

対象 自動器具栓：こんろ①/こんろ②/こんろ③ 自動器具栓：こんろ①/こんろ②/こんろ③ 

適否 〇（未実施を除く。） 〇（未実施を除く。） 

特記事項 
最高圧力及び最低圧力での試験圧力、最低圧力での試験項目のガス量調整は小の状態

のみの結果である。標準圧力を条件とする試験は、実施しなかった。 
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■［燃焼状態（無風状態）8)理論乾燥燃焼ガス中の一酸化炭素濃度 詳細］ 

製
品
名 

ガス種 バーナの種類 
測定値 判定 

COa

［vol％］ 
CO2a

［vol％］ 
O2a

［vol％］ 

CO％
［vol％］ 

適否 

こ
ん
ろ
① 

プロパン 85wt％ 

:DME 15wt％ 

強火力バーナ（右） 0.0022 1.6 18.4 0.018 〇 

グリル部 0.0150 1.9 17.7 0.095 〇 

プロパン 80wt％ 

:DME 20wt％ 

強火力バーナ（右） 0.0019 1.6 18.3 0.015 〇 

グリル部 0.0074 1.8 18.0 0.052 〇 

こ
ん
ろ
② 

プロパン 85wt％ 

:DME 15wt％ 

強火力バーナ（右） 0.0021 1.6 18.3 0.016 〇 

グリル部 0.0110 2.3 17.3 0.062 〇 

プロパン 80wt％ 

:DME 20wt％ 

強火力バーナ（右） 0.0014 1.3 18.7 0.013 〇 

グリル部 0.0127 2.5 17.3 0.072 〇 

こ
ん
ろ
③ 

プロパン 85wt％ 

:DME 15wt％ 

強火力バーナ（右） 0.0046 2.3 17.5 0.028 〇 

グリル部 0.0079 2.1 17.8 0.052 〇 

プロパン 80wt％ 

:DME 20wt％ 

強火力バーナ（右） 0.0044 2.2 17.5 0.026 〇 

グリル部 0.0067 2.0 17.9 0.045 〇 

 

＊  CO％:理論乾燥燃焼ガス中の一酸化炭素濃度（体積％）  

COa:乾燥燃焼ガス中の一酸化炭素濃度測定値（体積％）  

O2a :乾燥燃焼ガス中の酸素濃度測定値（体積％）  

CO2a:乾燥燃焼ガス中の二酸化炭素濃度測定値（体積％） 

＊ 適否は次式により算出した理論乾燥燃焼ガス中の一酸化炭素濃度で判定した。 

CO％＝COa×
21

21-O2a
 

 

 

 

 

試験項目［電気点火性能］ 

試験結果 

プロパン 85wt％：DME 15wt％ プロパン 80wt％:DME 20wt％ 

20 回中 20 回点火した。また、爆発的点火
はなかった。  

20 回中 20 回点火した。また、爆発的点火
はなかった。  

対象 自動器具栓：こんろ①/こんろ②/こんろ③ 自動器具栓：こんろ①/こんろ②/こんろ③ 

適否 〇 〇 

特記事項 － － 
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試験項目［安全装置（立消え安全装置）］ 

試験結果 

プロパン 85wt％:DME 15wt％ プロパン 80wt％:DME 20wt％ 

90 秒以内に開弁した（こんろバーナにあ
っては 10秒以内）。 

不点火時、消火時に50秒以内に閉弁した｡ 

90 秒以内に開弁した（こんろバーナにあ
っては 10秒以内）。 
不点火時、消火時に 50秒以内に閉弁した｡ 

対象 自動器具栓：こんろ①/こんろ②/こんろ③ 自動器具栓：こんろ①/こんろ②/こんろ③ 

適否 〇 〇 

特記事項 － － 

 

試験項目［安全装置（調理油過熱防止装置）］ 

試験結果 

プロパン 85wt％:DME 15wt％ プロパン 80wt％:DME 20wt％ 

調理油の温度が 300℃に達する前に安全
装置が作動し、ガスの通路を自動的に閉ざ
した。 

未実施※ 

対象 自動器具栓：こんろ①/こんろ②/こんろ③ 自動器具栓：こんろ①/こんろ②/こんろ③ 

適否 〇 － 

特記事項 － － 

※混合装置の影響により、試験中に火力調整が繰り返されて流量が変化することと、燃焼を継続する

ことにより、混合装置から送られてくるガスの混合比率が変化し、最大で DME 濃度が 50wt%程度まで

上昇した状態があったこと及びこのような状況下でも調理油過熱防止装置が正常に作動したことから、

品質検討部会にて検討し、DME 20wt%での試験は実施しないこととなった。 

 

確認項目［排ガスの臭気］ 

内容 

プロパン 85wt％:DME 15wt％ プロパン 80wt％:DME 20wt％ 

検証試験中に燃焼排ガスの臭気が通常の LP ガス燃焼時と相違ないかを官能試験にて確
認する。 

対象 全こんろ①～⑥ 全こんろ①～⑥ 

結果 特異性は見られなかった。 特異性は見られなかった。 

特記事項 － － 

確認項目［火力調整］ 

内容 

プロパン 85wt％:DME 15wt％ プロパン 80wt％:DME 20wt％ 

最低圧力及び標準圧力にて、点火後 15 秒後に火力調整つまみ（ダイヤル）を大から小
に約 1 秒間で移動させる。15 秒後、火力調整を小から大に約 1 秒間で移動させ（往復 1
回行う）、消火がないかを目視にて確認する。 

対象 手動器具栓：こんろ④/こんろ⑤/こんろ⑥ 手動器具栓：こんろ④/こんろ⑤/こんろ⑥ 

結果 上記の動作により、消火はなかった。 上記の動作により、消火はなかった。 

特記事項 － － 
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8.まとめ 

今回の検証試験範囲においては、「プロパン 80wt%：DME 20wt%」の組成下でも、ガスグリル付こんろ

の仕様変更を伴わず安全性が担保されることが確認された。しかし、試験項目は限定的であり、今後ガ

スグリル付こんろにおける燃焼挙動の更なる詳細分析に注力するとともに、他のガス消費機器に対して

も網羅的な確認試験を展開し、DME 混合 LP ガスの実用化に向けた知見の蓄積を加速させていく必要があ

る。 

その際、今回の検証試験で用いられたガス混合装置では、試験体の制御等による流量や混合比率の変

動、使用時間が長くなることによる混合比率の変動が見られていることから、安定性や最大流量をさら

に向上させたガス混合装置の導入が望まれる。 
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ブランドイメージを保つパワポ作成の手引き

カラー 16進数 用途

000000 基本のカラー

156082 強調したい場合のカラー
(文字の場合は太字)

FFFFFF 濃い背景の基本カラー

文字・線(図形)のカラー

カラー 16進数 用途
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適用する背景色
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日本語

欧文
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TEXT title

Together, we create a Sustainable NET-ZERO future.

私たちは、人類史上最大の課題である「気候変動 /持続可能性」の解決に挑み、
NET-ZERO、Sustainabilityリーダーの SX.GX を加速させるTechnologyパートナーです。

令和７年度「エネルギー需給構造高度化基準認証推進事業費補助金
（標準開発フィージビリティ・スタディ（ＦＳ）調査補助事業）」

rDME混合LPガスの炭素強度（CI値）の算定、低炭
素化効果の検証

（連絡先）

植村哲士：t-uemura@booost-tech.com

090-3145-9296
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Level
PCF PCF

CI CI

0 rDME( gCO2eq/kg 36.116 gCO2eq/MJ

1 LPG1 16 226.6445 gCO2eq/tkm 0.1259 gCO2eq/MJ

1 rDME 35.990 gCO2eq/MJ
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Booost

The information in this presentation is confidential and proprietary to Booost and may not be disclosed without the permission of Booost. 
Except for your obligation to protect confidential information, this presentation is not subject to your license agreement or any other service 
or subscription agreement with Booost. Booost has no obligation to pursue any course of business outlined in this presentation or any related document, or to develop or release any 
functionality mentioned therein.

This presentation, or any related document and Booost's strategy and possible future developments, products and or platforms directions and functionality are all subject to change 
and may be changed by Booost at any time for any reason without notice. The information in this presentation is not a commitment, promise or legal obligation to deliver any material, 
code or functionality.  This presentation is provided without a warranty of any kind, either express or implied, including but not limited to, the implied warranties of merchantability, 
fitness for a particular purpose, or non-infringement. This presentation is for informational purposes and may not be incorporated into a contract. Booost assumes no responsibility for 
errors or omissions in this presentation, except if such damages were caused by intentional or gross negligence.

All forward-looking statements are subject to various risks and uncertainties that could cause actual results to differ materially from expectations. Readers are cautioned not to place 
undue reliance on these forward-looking statements, which speak only as of their dates, 
and they should not be relied upon in making purchasing decisions.

Disclaimer
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rDME混合LPガスの実用化検討WG
第4回会議 事務局資料

２０２6年2月24日

日本LPガス協会
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rDME（再生可能ジメチルエーテル）混合低炭素LPガス実用検証作業結果(1)

2

１.燃焼試験の結果と成果

●今回の燃焼試験により、家庭用ガスグリル付こんろにおけるDME混合プロパンガスの安全性について、混合比
15wt%（重量％）および20wt％のいずれにおいても、複数機種で一定の安全性が確認された。

具体的には、過去に検証済みの手動器具栓機種の安全性を再確認したほか、最新の自動器具栓機種に搭載
された「立ち消え安全機能」や「調理油過熱防止装置」等の機能についても正常に作動することが確認された。
これにより、今後の機器・設備試験に向けた混合基準値を示すことができた。

＜今後の課題と検証テーマ＞

●今回の試験項目は時間的制約等から限定的であったことから、実用化に向けては、今後もメーカーの協力を
得て以下の確認試験を速やかに実施し、知見の蓄積を加速させる必要がある。
※次ページ「次年度以降の検証作業スコープ（案）」参照

・Ⅰ. 供給機器の耐性等試験 ：消費機器へガスを供給する設備の耐性検証
・Ⅱ. 給湯器の燃焼等試験 ：家庭用で最大流量となる給湯器での検証(低Noxバーナーの検証等）
・Ⅲ. 工業用・業務用機器の検証 ：ボイラー、GHP（ガスヒートポンプ）等、BtoB設備の供給・燃焼試験
・Ⅳ. 家庭用こんろの追加試験 ：未実施の燃焼項目、および自動調理プログラム等の使い勝手検証 等



参考）次年度以降の検証作業スコープ（案）※関係者と検討中
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参考）Ⅰ.供給機器に関するrDME安全性検証試験（案）※関係者と検討中
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透過試験（気相）
※膨潤問題対応 等

・部材の耐性試験(気相)
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・rDME混合LPガス
のシリンダー開栓
からの濃度変化
の実測

※結果を供給試験
の条件設定に利用
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rDME（再生可能ジメチルエーテル）混合低炭素LPガス実用検証作業結果(2)

5

２. CI値（炭素集約度）の算定・検証結果と成果

●CI値の算定作業からは、以下の試算結果を得られた。
①既存化石由来LPガスのCI値更新（試算）(a)
・2009年算定値 ：71.323gCO2eq/MJ（低位発熱量基準）

 66.351gCO2eq/MJ（高位発熱量基準値／公表値）
・今回算定値 ：

②rDME単体のCI値試算(b)
・三菱ガス化学新潟工場での2030年時点の予想値： 35.990gCO2eq/MJ（同上）

③rDME20wt％（重量％）混合LPガスのCI値試算(c)
・算定値 ：

以上から、rDME利用は大きな低炭素化効果が期待できる。

＜今後の課題と検証テーマ＞

●まず算定したLPガスのCI値(a)について、各元売へのレビューを実施し、検証する。

●その上で、ISO 14025およびISO/TS 14027に準拠した「LPガスおよび低炭素LPガス製品のLCA算定
ルール（PCR：商品種別策定ルール）」を作成する。

現在検証中

現在検証中



rDME（再生可能ジメチルエーテル）混合低炭素LPガス実用検証作業結果(3)
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3. まとめ

●燃焼・安全性試験、CI値の算定・検証作業結果より、LPガスの低炭素化手段として、rDME混合LPガスは
有効であり、社会実装に向けて、引き続き各機器・設備における混合割合と安全性の検証、環境価値の
更なる精査とLCA算定ルールづくりを進めるに資するテーマと考えられる。

●当作業を継続し、新たな低炭素LPガスの業界規格（フォーラム規格）化を図っていく。
また、最終的には、国およびWLGA（世界リキッドガス協会）等と連携し、国際規格化を目指す。



今後の作業について

●第4回WG ： 2026年2月24日

・燃焼試験結果
・CI値算定結果
・検討、議論

●既存化石由来LPガス試算値に
関する元売各社へのレビュー ： 3月初旬

●助成事業とりまとめ／確定検査 ： 2月末／3月初旬

●第10回官民検 ： 3月19日

・年度作業報告
・来年度以降の作業計画案

7



第10回官民検報告内容（案）
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今年度実施したrDME混合LPガス 検証作業

9

⚫ 採択された経済産業省「令和7年度 標準開発FS調査補助事業」に則り、『rDME混合
低炭素LPガスの製品規格に関する国際標準化のための調査』を実施。

2025/10/2 第2回WG資料



1)燃焼試験によるrDME混合低炭素LPガスの規格検討作業(1)
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※燃焼試験関連については「一般財団法人 日本ガス機器検査協会（JIA）」に委託して実施した

1．目的
プロパンにジメチルエーテル（DME）を混合した燃料（以下「混合燃料」と略）を家庭用ガス機器で燃焼させ、

安全に燃焼可能なDME濃度の範囲の探索及び燃焼時の問題点や課題を確認することを目的とする。
なお、実際に混合するDMEは再生可能資源から製造されたDME（renewable DME, rDME）であるが、
現時点で入手できないため、本試験ではその代替として現在市場に流通している製品DMEを使用する。

2．試験の概要
プロパン及びDMEを充填したそれぞれの容器から自然気化させたガスを混合器により既定の割合で混合し、家庭
用ガスコンロで燃焼させ、下記4．に記載する試験項目について確認を行う。試験用ガスの組成は2水準とし、過去
の試験結果を参考に、最初にプロパン85wt％、DME15wt％で試験を実施し、その結果に応じてDMEの濃度を
変更して試験を行う。

3．ガス機器
①家庭用ガスグリル付きコンロ（組込型三口）6機種
本試験に供するガス機器の選定は、日本ガス石油機器工業会が行った。

4．試験項目
混合燃料を家庭用ガス機器に使用した場合の、安全性への影響を考慮し項目を選定した。試験は、JIS S 

2093:2019 家庭用ガス燃焼機器の試験方法、JIS S 2103:2019 家庭用ガス調理機器に定められた方法に
より実施した。 



1)燃焼試験によるrDME混合低炭素LPガスの規格検討作業(2)
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4．試験項目
・ 燃焼状態（無風状態）※
・ 電気点火 
・ 安全装置（立消え安全装置及び調理油過熱防止装置） 
・ 排ガスの臭気
・ 火力調整を手動で行う機種における、火力調節時の不具合の有無

※ガス混合装置に不具合があり、混合比率が試験途中で変わってしまうため、今回はJIS S 2103:2019にて
規定されている試験のうち、最高圧力及び最低圧力で実施すべき項目のみ実施、更にバーナーは高火力
バーナーについてのみ試験を実施した

5．試験実施者及び試験実施場所
(一財)日本ガス機器検査協会 大阪事業所（大阪府大阪市淀川区三津屋北2-22-62）

6. 試験結果
プロパン85wt％、DME15wt％での試験の結果、機器誤作動や不完全燃焼等の不具合は見られなかったため
混合比率をプロパン80wt％、DME20wt％へ変更して同様の試験を行ったが、今回実施した試験において
不具合は見られなかった

7．まとめ
今回の試験範囲においては「プロパン80wt%：DME 20wt%」の組成下でも、ガスグリル付こんろの仕様変更
を伴わず安全性が担保されることが確認された。このことにより、過去の知見の再検証できたとともに、今後の機器・
設備試験のための基準値を示すことができた。
しかしながら、試験項目は限定的であり、今後ガスグリル付こんろにおける燃焼挙動の更なる詳細分析に注力するとと
もに、他のガス消費機器や、供給機器、更には貯蔵・配送設備等に対しても確認試験を実施し、DME混合LPガ
スの実用化に向けた知見の蓄積を加速させていく必要がある。



※CI値算定作業については、Booost株式会社に委託した。

１．作業目的
・燃焼試験において安全性が担保できるrDME混合低炭素LPガスの混合割合の最大値（現段階ではrDME20％
（重量％）に基づき、サプライチェーンにおける単位当たり炭素排出量（CI：短所強度）を算定する。
・前記の前提として2009年に日本工業大学が算定したLPガスのLCAベース排出量の見直しと、混合するrDMEのCI値
の算定を行い、低炭素効果を検証する。

２．作業の概要
・rDMEのCI値算定（三菱ガス化学データへ輸送・ブレンディング作業の排出量の加算）と、化石燃料由来CI値の
更新作業の二つを想定する。

2)CI値算定・検証作業(1)

①rDMEのCI値算定結
果(Cradle to Grave)

②化石燃料由来LPGの
CI値 再算定結果

③ ①、②のCI値比較に
よる低炭素効果の算定結果

・三菱ガス化学から
情報提供
・2030年頃の
量産時を想定

・LPガス元売各社
から情報提供
・以下を中心に変更

1)高位発熱量基準
→低位発熱量基準
2)中東産中心
→米国産中心
3)油田由来
→シェールガス由来
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※以下、当資料2～6ページと同じ
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